
根室市における犯罪被害者等支援条例の骨格

条例の目的

犯罪被害に見舞われた市民とその遺族の生活再建を目指すもの。

根室市で活動する全ての人に、被害者の尊厳を尊重するとともに、市で可能な範囲の行

政支援を行う。

その支援があることで、万が一被害を受けても安心して生活することができるイメージ

を市民に感じてもらう。

根拠法と条例の考え方

次の２つの法律の趣旨に基づき制度を設計する。

①犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律（昭和55年法律第

　36号）

②犯罪被害者等基本法（平成16年法律第161号）

支援の内容 支援の対象・条件

①見舞金の支給 被害にあった時点で根室市民の方

②市営住宅への臨時入居 ①被害者本人

③相談対応 ②被害者の遺族

　※遺族の範囲は法と同一

支援の対象から外れる者

①被害者と近親関係にあった者

②被害の原因となる犯罪の発生の可能性を高めた者

③暴力団等の関係者

　※対象外の範囲は法と同一

添付書類

・犯罪被害の事実を確認できるもの

・犯罪被害の程度を確認できるもの

・犯罪被害があった時点で根室市民であったことを確認できるもの

・被害者の遺族であることを確認できるもの


